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中学校区規模での生活支援・介護予防領域の協議－Ｈ２６年度

（課題の整理と方針の決定）
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地域支え合い“共同”体制づくり推進協議会
―中学校区レベル（託麻原・帯山・帯山西）―

中学校区規模での生活支援・介護予防領域の協議－Ｈ２６年度

（課題の整理と方針の決定）

〇民生委員や高齢者の抱える問題に向き合い、地
域性を踏まえた上で専門家が今後行うべきネッ
トワーク

〇校区毎の取り組みを重視しつつ、3校区を取り
まとめるネットワーク

〇3校区の取り組みの違いと資源の偏りを補完し
合うネットワーク



環境の変化を促す活動

平成２７年度春の高齢者の集い

平成２８年度秋の高齢者の集い



「地域支え合い“共同”体制づくり」によるネットワークの推進

（託麻原・帯山・帯山西）

〇民生委員や高齢者の抱える問題に向き合い、地域性を踏まえた上で専門家が今後行うべきネット
ワーク

〇校区毎の取り組みを重視しつつ、3校区を取りまとめるネットワーク
〇3校区の取り組みの違いと資源の偏りを補完し合うネットワーク
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■介護予防活動視察
（ささえりあ浄行寺圏域）
〇メンバー
・民児協会長
（帯山西校区と同行）
・広域リハ、包括
〇目的
・住民主体で、理学療
法士、事業所、広域リハ
からの技術支援の運営
手法を学ぶ
■各町内単位での協議、
情報の整理・確認

社会資源調査/
町内実情把握

■2町内サロン
・高齢と障がい（就労
継続支援事業所）、
医療（在宅療養支援
診療所）との融合
・外出支援
■5町内サロン
・子ども会との世代
間交流
■パソコン教室
・現役時代の能力を
活かした活動
・新たにチャレンジす
る活動

活動の
充実と創出

平成27年度 平成28年度

多
様
な
活
動
を
町
内
単
位
で

■帯山2町内自治会
（壮年会）の活動
①「ほがらかサロン」
②「お助け隊」
③「健康づくり活動」

■他町内・他校区へ
の影響
・3町内、4町内、7町
内
・帯山西校区、託麻
原校区

■帯山2町内自治
会（壮年会）の活動
①壮年会（老人会）
の再編
②補助金申請（熊
本県民間活動促進
事業）
③先進地視察研修
（合志市、山鹿市）
④ワークショップの
開催
・“未来を語ろう会”
・“未来をつくる会”

住民、関係機関
への働きかけ

足りない活動の
協議と創出



基本理念
● 2町内は大家族（温かい寛大な心で）

● 組織として活動する自治会
（一人の100歩より100人の一歩）

● 理事は１人１役（28名）(人材探し）
※民生児童委員、防犯協会、交通安全協会、体育協会、
子ども会。内部組織として公園愛護会、女性会、壮年ク
ラブ、自主防災クラブ、各班長

帯山校区２町内自治会作成





平成27年8月

平成26年2月 町内 “お助け隊”発足

サロンオープン



4月ー熊本地震



地域リーダー・各種団体への根回し

既存の老人会を再編 熊本県民間活動促進事業の情報入手

帯山校区2町内自治会（壮年会）への生活支援・介護予防への取り組み



熊本県民間活動促進事業の情報提供
熊本県民間活動促進事業の内容説明

熊本県民間活動促進事業の申請検討熊本県民間活動促進事業計画の協議

場をつく
り、つな
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熊本市社協

熊本市
高齢介護福祉課

包括／ＳＣ

民児協会長

町内単位での具体的な活動の協議
（資源開発と提供体制づくり）

自治会副会長

第1回 第2回 第3回

目的、目指
すべき姿等
情報提供と
共有

自治会副会長

自治会長



高齢者のニーズに応じた
「お助け隊」による

生活支援サービス事業

「お助け隊」に対する住民の要望、
アンケート調査（全戸回覧）

帯山校区２町内自治会作成



高齢者支援・要望調査アンケート
結果

Q１ 暮らしや健康、

趣味も含めて相談でき
る「気軽に集える場（お
しゃべりなど）」が地域
にあれば利用したいで

すか？

● アンケート配布 500 回答 132 ▼返信率26.4％
（Ｈ28.12実施）

帯山校区２町内自治会作成



Q４ 近くにお住いの高齢者のために何か出来ることはあ

りますか
（単位：人）

帯山校区２町内自治会作成



• 集える場（おしゃべりなど）が地域にあれ
ば利用したいと思う

• と思っている方が過半数いて、健康に対
する思いが強い。

• また、してもらうばかりではなく、声かけ
や買い物の手伝い等

• してあげたいと思っている人が

多くいる事。

アンケート結果から見えてきたこと

帯山校区２町内自治会作成



地域リーダーの視察・見学会・学ぶ機会の設定
・自分たちへの転換（「自分ごと」にする）

先進地視察－合志市―

■目指す姿をつくる
為の情報収集
（共通体験）



ワークショップ
－2町内の未来を語ろう―

■住民が計画を実施できるこ
と
■住民が3つの活動に参画でき
ること
■住民が他の町内、校区と交
流を促進していること
■中学生、大学生などの若者

の発想を活かせる仕組みづく
りとなっていること



共感と感動を伝え
る

（エンパワメン
ト）

ワークショップ①
－2町内の未来をつくろう－

リハーサル

■共感と感動を伝える
（エンパワメント）
■プログラムのチェッ
ク



ワークショップ
―2町内の未来をつくろう―

新たに、託麻原校区、帯山西校区の社協長、民児協会長、自治会長、老人会長の参加

■ゴールに向けて、自

分たちが何をするかと
いう具体案（収束型の
ワークショップ）



ほがらかサロン

お助け隊

健康づくり活動

• 定期開催／月

• 午後は、フリーサロン

• ニーズに応じて実施

• システムづくり（再編）

• 夜開催／毎週

• 昼間も開催／月

■新たな課題発見と
介入への検証



高齢者のニーズに応じた
「お助け隊」による生活支援サービス事業

「お助け隊」の担い手、受け手のアンケート調査（全戸回覧）



「２町内お助け隊」隊員募集

「業者に頼む程ではない」かと言って自分では出来ない作業等を
地域の力でなんとかならないものか？と考え「2町内お助け隊」の結
成を目指し、
隊員（下記作業のお手伝いが出来る方）を募集します

・・・・・作 業 内 容（例）・・・・・
＊地震災害予防（家具の転倒防止）工事
＊電球・蛍光管の取替え・時計や電燈などの取付、棚の組立て
＊室内家具等の移動、粗大ゴミ・不用品処理の手伝い、庭の除草

誰もが住みなれた街で自分らしく暮らせるために「困っ
た時はお互いさま」

地域の手助け（高齢者への支援）活動をめざして!!
団塊・シニア世代の地域デビューのきっかけに！
下記作業を行いながら、御高齢者の見守り活動などを

自分の得意な分野を活かしてみませんか？



一般企業との協働
■企業と地域の良好

な適合関係になるよ
うに介入



お助け隊と地元企業との連携

・コールセンター担当(平成30年2月設置）特集放映

2町内

生活支援
コーディ
ネーター

接
点
へ
の
介
入



お
助
け
隊
の
お
か
げ
で
す
！

受付電話の内容 件数 備考

2月 遠方への買い物 1件 同行にて対応。⇒自治会へ加入

3月 電球交換 1件

4月 草取り、庭掃除、木の枝切 4件 木の枝切は対応できる範囲

5月 ゴミだし(新聞紙） 2件

6月 スズメバチの駆除相談 1件 植木屋に聞いて、お助け隊にて対応。

平成30年2月～6月までの実績

※家の中の片づけ。⇒民生委員が対応後介護保険利用

課題：日頃の関係から直接の依頼がある場合について。
独居や老々外の方への対応について



熊本市中央区生活支援コーディネ－ター連絡会（毎月1回）
各校区の社会資源の情報交換



情報交換会開催 (７月１７日）

中央区出水南校区４町内
老人クラブおたがいさま隊

中央区帯山校区２町内
自治会お助け隊

東区 山ノ内校 ３町内
老人クラブ 暮らし応援協力隊



ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ

ねらい
・それぞれの団体の推進力の向上
・自己効力感の向上
・行政が身近に参加することで安心感
・身近な先進地事例からの波及効果
（町内（地縁組織）→校区→区→市→県）



間接援助活動のプロセス

１、環境の変化をめざす

２、影響力のある人を関

与させる

３、サービスの調整

４、プログラムの計画、展開

５、組織を変化させる

ジェネラリスト・ソーシャルワーク（２００４年：ジョンソンとヤンカ）


